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令
和
に
な
り
初
め
て
の
お
正
月
と
な
り
ま
し
た
。
東
京

五
輪
が
開
催
さ
れ
盛
り
上
が
る
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

医
療
界
で
は
昨
年
か
ら
他
業
種
と
同
じ
く
働
き
方
改
革

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
年
休
取
得
の
義
務
化
、
医
師
の
時

間
外
労
働
に
対
す
る
規
制
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
状

の
診
療
体
制
を
維
持
し
た
ま
ま
で
勤
務
体
制
を
整
え
る
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
４
年
に
完
全
施
行

と
な
り
ま
す
が
、
医
師
の
増
員
が
図
れ
な
け
れ
ば
、
夜
間
救
急
な
ど
一
部
の
業
務
を
減
ら
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「
地
域
に
貢
献
す
る
」
を
病
院
理
念
と
し
て
い
る
以
上
、
現
状

の
救
急
体
制
は
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

病
院
を
選
ぶ
際
は
、
専
門
科
、
最
新
の
検
査
機
器
の
有
無
、
検
査・手
術
数
の
多
さ
な
ど
、

ま
た
最
近
は
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
で
決
め
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
わ
か
り
や

す
い
病
院
選
び
の
指
標
で
す
が
、
前
提
と
し
て
病
院
の
運
営
、
医
療
・
看
護
の
質
が
保
証
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
質
が
全
国
標
準
に
比
べ
て
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
一
つ
の

方
法
が
病
院
機
能
評
価
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
当
院
は
過
去
２
回
受
審
し
合
格
し
て
お
り
ま

す
が
、今
年
は
５
年
に
一
度
の
再
受
審
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
原
点
に
立
ち
戻
り
、

日
本
標
準
の
安
心
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
基
盤
を
再
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す

日
本
の
人
口
構
成
は
劇
的
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
化
は
周
知
の
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
出
生
数
が
予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
出
生
数
が

減
少
し
て
い
く
と
現
状
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
日
本
生
ま
れ
の
人
か
ら
は
受
け
ら
れ
な
く
な

り
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
相
手
に
す
る
時
代
が
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
も
外
国
人
労

働
者
受
け
入
れ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
人
は
外
国
人
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
十
分
融
合
し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
日
本
人
が
外
国
人
と
と
も
に
暮
ら
す
の
は
遠

い
未
来
の
こ
と
で
は
な
く
、
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
の
で
す
。
当
院
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護

師
が
数
名
働
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
優
し
く
優
秀
で
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
、
話

し
か
け
て
交
流
し
て
い
た
だ
き
、近
未
来
の
社
会
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
自
然
災
害
が
な
く
、
皆
様
が
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

万
代
病
院
は
旧
逓
信
病
院
か
ら
変
わ
っ
て
、
今
年
の
４

月
か
ら
６
年
目
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
で
診
療
を

続
け
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
方
の
お
か
げ
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
平
成
30
年
７
月
か
ら
発
足
し
た
関
節
再
建
セ
ン

タ
ー
は
診
療
所
、
他
病
院
か
ら
の
紹
介
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
て
こ
ら
れ
る
患
者
さ
ん
が

順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
手
術
件
数
は
股
関
節
手
術
に
関
し
て
見
る
と
約
２
０
０

件
と
な
り
、
新
潟
県
で
は
最
も
多
く
の
症
例
を
扱
う
病
院
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
手

術
患
者
さ
ん
に
は
医
師
を
含
む
多
職
種
で
、
快
適
な
入
院
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
に
物
心
両

面
で
支
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
内
科
で
は
一
般
内
科
、
消
化
器
内
科
、
内
分
泌
内
科
と
幅
広
く
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
内
分
泌
内
科
は
糖
尿
病
を
専
門
と
し
て
お
り
、
２
名
の
糖
尿
病
専

門
医
師
が
外
来
で
の
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
を
は
じ
め
と
し
、
診
療
所
か
ら
の
紹
介
で
あ
る
重
症

の
入
院
患
者
さ
ん
ま
で
幅
広
く
診
療
し
て
い
ま
す
。

入
院
は
52
床
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
病
床
の
８
床
は
主
に
手
術
患
者
さ
ん
が
対
象
で

あ
り
、
残
り
の
44
床
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
は
大

病
院
で
入
院
後
、
自
宅
に
帰
る
ま
で
の
患
者
さ
ん
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、
ま
た
、
在
宅
で
み

て
お
ら
れ
た
方
が
急
に
悪
く
な
っ
た
場
合
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
万
代
病
院
は
専
門
的
な
病
院
と
と
も
に
地
域
に
密
着
し
た
病
院
と
し
て
機
能

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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例年、主に冬期はインフルエンザ
や感染性胃腸炎が流行する傾向が
あります。

新潟臨港病院・新潟万代病院で
は感染性疾患のまん延を防止し、
入院患者さんの安全を確保するた
め、疾患流行期の間、面会を制限
させていただいております。

病状その他の理由によりご面会
が必要な場合は、看護師にご相談
ください。

上記制限の解除については、院
内掲示・ホームページ・Facebook
ページ（臨港病院のみ）でお知らせ
します。皆さまのご理解ご協力をお
願い申し上げます。

咳エチケット
1.マスクを着用する
2. ティッシュ・ハンカチ
　などで口や鼻を覆う 
3. 上着の内側や袖で覆う

手洗い
流水・石鹸による
手洗いは感染症の
対策の基本です

適度な湿度保持
換気や加湿を行い

湿度は50～60%を目安に

十分な休息と
バランスの取れた栄養

体の抵抗力を高めるために
日ごろから心がけましょう

人混みを避ける
特に御高齢の方や基礎疾患の
ある方、妊婦、体調の悪い方、
睡眠不足の方は控えましょう

流行前にワクチン接種
発症する可能性を低減させる

効果と、発症した場合の
重症化防止に有効です

インフルエンザ・感染性胃腸炎流行期の
面会制限にご理解をお願いします

インフルエンザ かからない・うつさない
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更年期障害
新潟臨港病院 産婦人

科 医師　

西山 藤司夫

更
年
期
障
害
と
は

更
年
期
障
害
と
は
、
卵
巣
機
能
の
低
下
に
起
因
し

た
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
濃
度
の
減
少
に
加
え
、
社
会
的
、

環
境
的
要
因
が
複
雑
に
絡
み
、
不ふ

て
い定
愁し
ゅ
う
そ訴
（
※
）
が

出
現
す
る
症
候
群
で
す
。
こ
の
う
ち
程
度
の
軽
い
も

の
は
更
年
期
症
状
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
年
期
障
害
の
症
状

女
性
の
か
ら
だ
の
変
化
に
、
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
の
が
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
特
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
で

す
が
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
生
殖
機
能
だ
け
で
な
く
、

骨
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
皮
膚
の
張
り
な
ど
、
女
性

の
か
ら
だ
を
健
や
か
に
保
つ
う
え
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
か
ら
見
た
女
性
の
一
生
は

図
１
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

は
じ
め
に

女
性
は
10
才
前
後
か
ら
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
一
種
）
産
生
を
開
始
し
、
初
経
を
迎

え
ま
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
濃
度
は
20
～
30
才
代
頃

ピ
ー
ク
と
な
り
、
40
才
を
超
え
る
と
徐
々
に
低
下

し
始
め
、
50
才
頃
に
閉
経
を
迎
え
、
そ
れ
以
後
低

値
と
な
り
ま
す
。

更
年
期
と
は
生
殖
期
と
老
年
期
の
間
の
移
行
期

で
閉
経
の
前
後
５
年
間
と
定
義
さ
れ
、
年
齢
的
に

は
45
～
55
才
頃
に
相
当
し
ま
す
。

※�「
不
定
愁
訴
」
… 

頭
が
重
い
・
い
ら
い
ら
す
る
・
疲
労

感
・
不
眠
な
ど
主
観
的
な
自
覚
症
状
を
訴
え
る
が
、
検

査
を
し
て
も
客
観
的
な
所
見
に
は
乏
し
く
、
身
体
の
異

常
と
の
関
連
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
。

女性ホルモン（エストロゲン）分泌の加齢による変化 

   10歳  20歳  30歳  40歳  50歳  60歳  70歳  80歳 

女性ホルモンに 
守られている期間 

幼少期 思春期 性成熟期 更年期 老年期 

45歳ころから 
女性ホルモンが急激に低下し、 
閉経前後から 
さまざまな症状が現れる 

図1
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更年期障害
新潟臨港病院 産婦人

科 医師　

西山 藤司夫

ほ
て
り
や
発
汗
な
ど
の
血
管
運
動
神
経
障
害
様
症

状
、
手
足
の
し
び
れ
な
ど
の
知
覚
障
害
様
症
状
、
他

に
不
眠
、
神
経
質
、
憂ゆ

う
う
つ鬱
、
め
ま
い
、
全
身
倦け
ん
た
い怠
感
、

関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
頭
痛
、
心し

ん
き悸
亢こ
う
し
ん進
（
動ど
う
き悸
と
も

い
わ
れ
、
心
臓
の
鼓
動
を
感
じ
た
り
、
不
快
感
を
自

覚
す
る
状
態
）、
蟻ぎ

走そ
う
感か
ん
（
ア
リ
が
肌
の
上
を
は
っ
て

い
る
よ
う
な
ム
ズ
ム
ズ
し
た
感
覚
）
な
ど
の
症
状
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
守
ら
れ
な
く
な
る

と
、
更
年
期
障
害
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
が
図
２
の
よ
う
に
起
き
て
き
ま
す
。

更
年
期
障
害
の
診
断
と
治
療

診 

断血
液
検
査
で
直
接
内
分
泌
測
定
し
、
診
断
し
ま
す
。

治 

療薬
物
療
法
と
し
て
は
、
低
下
し
た
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

を
補
充
す
る
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
が
極
め
て
効
果
的

で
す
。
そ
の
他
漢
方
薬
、
自
律
神
経
調
整
剤
な
ど
が

用
い
ら
れ
ま
す
。
精
神
神
経
症
状
が
主
な
場
合
は
抗

不
安
薬
、
抗
精
神
薬
に
よ
る
治
療
が
必
要
と
な
り
ま

す
。男

性
に
更
年
期
は
あ
る
の
か
？

男
性
は
女
性
の
よ
う
に
急
に
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

（
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
一
種
）
が
低
下
す
る
時
期
は
あ
り

ま
せ
ん
。
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
は
20
才
台
が
ピ
ー
ク

で
そ
の
後
年
齢
と
共
に
ゆ
っ
く
り
低
下
し
ま
す
。
男

性
で
年
齢
不
相
応
に
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
が
低
下
す
る

と
女
性
の
更
年
期
と
似
た
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
疲
労
感
、
抑
う
つ
、
発
汗
、
イ
ラ
イ
ラ
、

睡
眠
障
害
、
性
欲
減
退
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、

40
才
以
上
で
こ
の
よ
う
な
症
状
で
困
る
よ
う
な
男
性

を
「
加
齢
男
性
性
腺
機
能
低
下
症
候
群
（
Ｌ
Ｏ
Ｈ
）」

と
診
断
し
、
治
療
す
べ
き
と
言
う
見
解
が
専
門
学
会

か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
俗
に
言
う
「
男
性
更
年

期
」
で
す
。

お
わ
り
に

更
年
期
障
害
は
症
状
の
程
度
に
個
人
差
が
あ
り

ま
す
が
、
重
症
化
す
る
と
日
常
生
活
に
も
支
障
を

き
た
す
こ
と
が
あ
り
、
女
性
に
と
っ
て
は
重
大
な

問
題
で
す
。
一
方
、
あ
る
一
定
の
期
間
を
経
過
す

る
と
症
状
は
沈
静
化
す
る
た
め
、
管
理
の
重
要
性

が
軽
視
さ
れ
が
ち
で
す
。

更
年
期
障
害
は
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
経
過
す
る

症
候
群
で
す
の
で
、
一
般
の
疾
患
と
同
様
に
精
査
・

治
療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
の
低
下
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
あ
る
い
は

性
格
的
要
素
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
薬
剤
投
与
の
前
に
食
事
や
運
動
な
ど

生
活
習
慣
の
是
正
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

女性ホルモン（エストロゲン）消退にともない 
出現する主な疾患・病態 

40歳       50歳       60歳       70歳        80歳 
月経異常 

閉 経 

自律神経失調症状
（血管運動神経症状） 

精神神経症状 認知症 

泌尿生殖器の萎縮症状 萎縮性膣炎、外陰掻痒症、性交障害、尿失禁 

脂質異常症、心血管系疾患  動脈硬化、高血圧、冠不全、脳卒中 

骨量減少、骨粗鬆症 
腰痛、脊柱後弯、橈骨骨折、大腿骨頸部骨折 

顔のほてり、のぼせ、異常発汗、めまい 

倦怠感、不眠、不安、憂鬱、記銘力低下 

日本産科婦人科学会生殖・内分泌委員会：本邦におけるHRT の現状と副作用
発現検討小委員会報告．2000. より引用改変

図2
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健診センター 乳がん検診を開始します（2020年4月予定）

マンモグラフィー
（乳房専用Ｘ線撮影装置）を導入しました
しこりとして触れない早期乳がんの唯一のサイン
である石灰化を見つけ、早期発見するうえで、現
在最も有効な検査と言われています。
 　　　　　 　
乳がんは早期発見で治癒します 
乳がんは早期に発見して治療すれば95％以上が治
癒します（※3）。正しい知識を持って、定期的に健
康診断などでチェックしていくことが大切です。

乳がん検診 各検査の特徴

検査の種類 マンモグラフィー 超音波検査

撮影方法
レントゲン
妊娠の可能性がある方には不適
５秒くらいじっとして…撮影終了

超音波（エコー）
Ｘ線を使わず、繰り返し検査可能

微細石灰化の検出 〇 0.1～0.5㎜の微細石灰化の検出が可能 △ 微細石灰化の検出は困難

しこりの検出 △ 乳腺が発達している場合、しこりの検出が
難しいことがある 〇 乳腺と乳がんのしこりの判別が容易

特　徴

〇
・ 石灰化だけの段階でみつければ100％に

近い治癒が期待できる
・ 以前に撮った写真との比較が容易にできる

〇
・ 乳腺が発達している若い女性のしこりも

発見できる
・ 被爆の心配がない

△
・ 若い女性はがん（しこりや石灰化）と乳腺

の区別がつきにくい
・被爆の心配がある

△

・石灰化が見つけにくい
・全体像を記録として残すことが難しい
・ 操作中に判断するため、検査を行う医師

あるいは技師の能力に依存する

年
代
別
検
診
の
す
す
め

50歳以上 2年に1度 −

40歳代 2年に1度 毎年

20～30
歳代

2年に1度 毎年

・ご自身の判断で受検してください。
・乳腺が発達している年代のため、超音波検診が向いています。

年代に関わらず、近親者（親子・姉妹）に乳がんの方がいる場合などは、両検査とも毎年の受検をお勧めします

料金 （税別） マンモグラフィー
（2方向）

マンモグラフィー
（2方向）＋超音波検査

検診単独 ６，０００円 １０，０００円
ドック併用 ５，０００円 ８，５００円

近年、日本人女性の11人に１人が乳がんにか
かると言われています（※1）。乳がんは40歳～50
歳代女性のがん死亡率１位（※2）であり、女性が
一生のうちで１番かかりやすいがんです。

日本では、年間約１万４千人以上の女性が乳
がんで亡くなっています。40歳～50歳代は特に
乳がんにかかりやすい年齢です。自己触診では見
つからないケースがたくさんあります。

お問い合わせは 健診センター�へ
TEL�025（368）7040

月～金曜日（祝日を除く）12 時～16 時

※1 出典：国立がん研究センター がん情報サービス「がん登録・統計」 地域がん登録全国推計によるがん羅患データ（1975年～2013年）
※2 出典：国立がん研究センター がん情報サービス「がん登録・統計」 人口動態統計（2016年）
※3 ここでいう「治る（=治癒）」とは診察時からの5年生存率です。相対生存率は、がん以外の原因で亡くなる人の影響を除いた数値です。
　　／出典：全がん協加盟施設の生存率共同調査（2006 年～2008年全症例）
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食
道
は
口
か
ら
入
れ
た
食
物
を
、
胃
に
送
る
た
め
の
管

で
、
通
常
一
方
通
行
で
す
。

食
道
と
胃
の
間
は
下
部
食
道
括
約
筋
に
よ
っ
て
、
通
常

は
閉
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
食
物
を
飲
み
込
ん
だ
際
に
開

い
て
、
食
物
を
胃
に
送
り
込
み
ま
す
。

胃
で
は
、
酸
性
度
の
強
い
塩
酸
（
胃
酸
）
と
消
化
酵
素

が
含
ま
れ
る
胃
液
が
分
泌
さ
れ
て
い
ま
す
。
胃
に
は
酸
か

ら
粘
膜
を
守
る
防
御
機
能
が
働
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
食
道
に
は
こ
の
防
御
機
能
が
な
い
た
め
、
何
ら

か
の
原
因
で
胃
酸
が
食
道
に
逆
流
す
る
と
、
食
道
粘
膜
は

強
い
酸
で
あ
る
胃
酸
に
さ
ら
さ
れ
て
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。

ま
た
、
胃
酸
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
分
解

酵
素
が
食
道
を
傷
つ
け
ま
す
。
胃
か
ら
食
道
へ
の
逆
流
が

繰
り
返
し
起
こ
る
と
、
食
道
の
粘
膜
に
た
だ
れ
や
潰
瘍
が

生
じ
、
胸
や
け
や
呑ど

ん

酸さ
ん

な
ど
の
不
快
な
症
状
が
起
こ
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
逆
流
性
食
道
炎
」
で
す
。

食
事
お
よ
び
生
活
習
慣
の
欧
米
化
や
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
の
減
少
に
伴
い
、
逆
流
性
食
道

炎
お
よ
び
胃
食
道
逆
流
症
の
頻
度
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

内
視
鏡
検
査
で
異
常
を
認
め
な
い
症
候
性
胃
食
道
逆
流
症

も
逆
流
性
食
道
炎
と
同
等
に
存
在
し
、
25
～
30
％
前
後
の

頻
度
で
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
に
３
～
４
人
に

１
人
の
割
合
で
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

症
状胸

や
け
と
逆
流
感
（
呑
酸
）
が
典
型
的
な
症
状
で
す
。

「
な
ん
と
な
く
胸
の
あ
た
り
が
じ
り
じ
り
す
る
、
イ
ガ
イ
ガ

す
る
、
重
い
感
じ
が
す
る
」「
げ
っ
ぷ
が
多
い
」「
胃
が
も

た
れ
て
食
欲
不
振
に
な
る
」「
少
し
食
べ
て
も
す
ぐ
に
満
腹

に
な
る
」「
食
べ
も
の
が
飲
み
込
み
に
く
い
」「
胸
が
締
め

つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
が
出
る
」「
背
中
に
焼
け
つ
く
よ

う
な
痛
み
が
あ
る
」
な
ど
の
形
で
表
現
さ
れ
ま
す
。
そ
の

他
、「
喉
が
つ
か
え
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
」「
咳
が
絶
え

ず
出
る
」
と
い
っ
た
症
状
も
胃
食
道
逆
流
が
原
因
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

食
事
療
法
・
生
活
指
導

胃
食
道
逆
流
を
悪
化
さ
せ
る
食
物
と
し
て
は
、
高
脂
肪

食
を
は
じ
め
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
、

炭
酸
飲
料
、
柑か

ん
き
つ橘

系
ジ
ュ
ー
ス
、
香
辛
料
、
玉
ね
ぎ
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
わ
が
国
に
特
徴
的
な
も
の
と
し

て
は
餅
や
あ
ん
こ
、
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
も
増
悪
因
子
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
食
事
療
法
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
食
事
を

避
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
喫
煙
も
下
部
食
道
括
約
筋
の

圧
を
低
下
さ
せ
、
胃
食
道
逆
流
症
の
増
悪
因
子
と
な
る
の

で
避
け
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
腹
圧
の
上
昇
が

逆
流
の
原
因
、
増
悪
因
子
と
な
る
こ
と
か
ら
、
食
べ
過
ぎ

（
肥
満
）
に
注
意
す
る
、
前
屈
位
を
避
け
る
、
食
べ
て
す
ぐ

横
に
な
ら
な
い
等
の
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

就
寝
時
の
上
半
身
挙
上
は
、
胃
酸
逆
流
を
抑
制
さ
せ
る
の

で
、
薬
物
治
療
と
と
も
に
有
効
な
治
療
法
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
食
事
・
生
活
様
式
は
胃
食
道
逆
流
症
と
深
く

関
わ
っ
て
い
る
の
で
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

薬
物
療
法

逆
流
性
食
道
炎
の
治
療
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
薬
は
決
め
ら
れ
た
量
を
規
則
正
し
く
服
用

し
ま
し
ょ
う
。

①　
酸
分
泌
を
抑
制
す
る
（
胃
内
を
中
和
さ
せ
る
）
目
的

で
制
酸
剤
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

②　
胃
内
容
の
逆
流
防
止
、
食
道
運
動
促
進
を
目
的
に
消

化
管
運
動
機
能
改
善
薬
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
食
道
粘

膜
を
直
接
保
護
す
る
薬
剤
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

③　
内
服
薬
に
よ
り
多
く
の
症
例
で
症
状
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
可
能
と
な
り
、
外
科
治
療
を
選
択
す
る
こ
と
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
服
薬
の
中
止
で
再
燃
・
再

発
を
繰
り
返
す
症
例
、
食
道
狭
窄
、
短
食
道
な
ど
の

合
併
症
を
認
め
る
場
合
に
は
、
手
術
療
法
が
選
択
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
内
視
鏡
手
術
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
Dr
・
Ｋ
）

消
化
器
コ
ラ
ム
⑪

逆
流
性
食
道
炎
を
ご
存
じ
で
す
か
？
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手
術
前
の
検
査
に
つ
い
て 

― 

検
査
科

人
工
股
関
節
全
置
換
術
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
）
や
寛か
ん
こ
つ
き
ゅ
う

骨
臼
回
転
骨
切
り

術
（
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）
を
さ
れ
る
方
に
は
、
安
全
に
手
術
を
行
う
た
め

に
「
術
前
検
査
」
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
検
査

科
で
行
う
術
前
検
査
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

血
液
検
査
・
尿
検
査

患
者
さ
ん
か
ら
採
取
し
た
血
液
や
尿
の
成
分
を
調
べ
る
検
査

で
す
。
血
液
検
査
で
は
貧
血
が
無
い
か
、
肝
機
能
や
腎
機
能
な

ど
臓
器
の
異
常
が
無
い
か
、
炎
症
症
状
が
無
い
か
、
糖
の
代
謝

に
異
常
が
無
い
か
な
ど
の
幅
広
い
項
目
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
尿
検
査
で
は
蛋
白
や
糖
、
赤
血
球
等
の
成
分
が
尿
中
に

漏
れ
出
て
い
な
い
か
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

心
電
図

体
に
電
極
を
付
け
、
心
臓
の
は
た
ら
き
を
調
べ
る
検
査
で

す
。
拍
動
の
リ
ズ
ム
の
異
常
（
不
整
脈
）
が
無
い
か
、
心
臓

新
潟
万
代
病
院
で
は
来
院
さ
れ
る
多
く
の
患
者
さ
ん
が
股
関
節
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
当
院
で
は
関
節
再
建
セ
ン
タ
ー
や
股
関
節
委
員
会
（
Ｈ
Ｓ
Ｔ
）
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
良
い
医
療
の
提
供
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
連
載
で
は
股
関
節
委
員
会
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
が
各
々
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

今
回
は
検
査
科
と
栄
養
科
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
筋
肉
の
動
き
に
異
常
が
無
い
か
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。
心

〝
電
〟
図
と
い
う
言
葉
か
ら
体
に
電
気
が
流
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
心
臓

が
動
く
時
に
発
生
す
る
微
弱
な
電
気
を
電
極
で
と
ら
え
て
記
録

す
る
と
い
う
意
味
で
す
の
で
、検
査
に
は
痛
み
を
伴
い
ま
せ
ん
。

ベ
ッ
ド
上
に
仰
向
け
に
な
っ
て
い
た
だ
き
胸
・
両
手
首
・
両
足

首
に
電
極
を
付
け
て
記
録
し
て
い
き
ま
す
。
記
録
中
は
体
の
力

を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
３
分
ほ
ど
で
検

査
は
終
了
し
ま
す
。

呼
吸
機
能
検
査

肺
の
大
き
さ
（
肺
活
量
）
や
肺
の
機
能
を
調
べ
る
た
め
の
検

査
で
す
。
検
査
は
、
専
用
の
ク
リ
ッ
プ
で
鼻
を
つ
ま
み
、
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
紙
の
筒
を
く
わ
え
て
口
だ
け
で
呼
吸
を

し
て
も
ら
い
ま
す
。
担
当
の
技
師
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
通
常

の
呼
吸
か
ら
息
を
大
き
く
吸
っ
た
り
吐
い
た
り
、
ま
た
勢
い
よ

く
吐
い
た
り
も
し
て
も
ら
い
ま
す
。
正
確
な
結
果
を
得
る
た
め

に
何
度
か
行
い
ま
す
が
、
こ
の
検
査
は
患
者
さ
ん
が
一
生
懸
命

で
き
た
か
ど
う
か
で
結
果
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

下
肢
静
脈
エ
コ
ー

足
の
静
脈
の
中
に
血

栓
と
い
う
血
液
の
か
た

ま
り
が
無
い
か
を
調
べ

る
検
査
で
す
。
両
足
と

も
足
の
付
け
根
か
ら
足

首
ま
で
ゼ
リ
ー
を
付
け

て
、
超
音
波
を
使
用
し

血
栓
の
有
無
を
調
べ
ま

す
。
足
全
体
に
ゼ
リ
ー

が
つ
く
の
で
、
検
査
当
日
は
こ
ち
ら
で
用
意
す
る
紙
の
ズ
ボ
ン

に
は
き
か
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
検
査
は
痛
み
を
伴
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
静
脈
を
圧
迫
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
足
を

押
し
な
が
ら
検
査
を
し
て
い
き
ま
す
。
検
査
時
間
は
約
30
分
ほ

ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
か
ら
患
者
さ
ん
の
全
身
の
状
態
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
術
前
検
査
で
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
に

は
、
さ
ら
に
追
加
で
検
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
比

較
的
多
く
見
ら
れ
る
の
が
心
電
図
の
異
常
で
す
。
こ
の
場
合
、

心
臓
超
音
波
検
査
と
い
っ
た
心
臓
の
動
き
を
直
接
見
る
こ
と
の

で
き
る
、
よ
り
詳
し
い
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
血
液
検
査
で
炎
症
等
の
異
常
が
見
ら
れ
れ
ば
そ

の
原
因
の
確
認
を
し
た
り
、
糖
尿
病
な
ど
他
の
疾
患
が
発
見
さ

れ
れ
ば
専
門
医
へ
の
紹
介
を
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、
放
射
線
科
で
行
う
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
検
査
の
結

果
も
加
味
し
て
、
手
術
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
臨
床
検
査
技
師　
小
池 

史
織
）

Ｈ
Ｓ
Ｔ H

ip Support Team 

通
信
第
２
回
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新
潟
万
代
病
院

栄
養
科
の
取
り
組
み

股
関
節
手
術
を
さ
れ
る
入
院
患
者
さ
ん
の
一
日
も
早
い
回
復

を
考
え
、
安
全
で
お
い
し
い
食
事
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

入
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
治
療
中
の
疾

患
を
考
慮
し
、
食
事
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

手
術
後
は
食
欲
が
低
下
さ
れ
、
食
事
が
す
す
ま
な
い
患
者
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
管
理
栄
養
士
が
患
者
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
お
伺
い
し
、で
き
る
か
ぎ
り
ご
希
望
に
添
え
る
よ
う
に
、

食
事
の
工
夫
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
食
事
の
摂
取

状
況
や
血
液
検
査
よ
り
栄
養
状
態
を
評
価
し
、
食
事
の
量
や
補

助
食
品
な
ど
も
利
用
し
、
患
者
さ
ん
お
一
人
お
一
人
に
適
正
な

食
事
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

入
院
さ
れ
て
い
る
と
、
季
節
感
も
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
食
事
と
し
て
、
行
事
に
ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー

や
旬
の
食
材
を
利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。

毎
日
の
食
事
献
立
は
米
飯
が
中
心
で
す
が
、
通
常
食
を
食
べ

ら
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
を
対
象
に
週
１
回
、選
択
食
を
実
施
し
、

主
食
を
パ
ン
や
麺
類
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

手
術
後
の
患
者
さ
ん
の
声
を
伺
い
ま
し
た

栄
養
科
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
～
６
月
に
手
術
を
受
け
た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
男
性
６

名
、
女
性
44
名
、
計
50
名
の
方
に
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
冷
た
い
ゼ
リ
ー
や
水
分
は
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し

た
」、「
お
粥
な
ど
の
軟
ら
か
い
形
態
の
も
の
な
ら
食
べ
ら
れ

た
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
食

事
形
態
に
関
係
が
な
い
理
由
で
食
事
が
摂
れ
て
い
な
い
方
」
が

90
％
、
対
し
て
「
冷
た
い
も
の
や
お
粥
な
ど
の
形
態
へ
変
更
し

た
ら
食
事
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
方
」
は
10
％
で
、
一
律
に

食
事
形
態
を
変
え
て
も
そ
れ
ほ
ど
摂
取
量
の
増
加
に
つ
な
が
ら

な
い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ル
テ
を
確
認
し
ま
す
と
、
翌
日
か
ら
ほ
ぼ
食
べ
ら
れ
て
い

る
方
は
10
名
く
ら
い
、
術
後
に
主
食
を
お
か
ゆ
に
変
え
て
欲
し

い
と
い
う
方
が
４
名
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
は
３
日
目
か

ら
食
欲
が
改
善
し
て
き
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

現
在
と
同
様
に
、
患
者
さ
ん
か
ら
看
護
師
を
通
じ
て
ご
希
望
が

あ
っ
た
場
合
に
食
事
形
態
を
変
更
す
る
対
応
で
良
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
管
理
栄
養
士　
小
柳 

律
子
）

お正月メニュー
赤飯、おせち、のっぺ、
みかん、ヨーグルト

海の日メニュー
シーフードピラフ、コンソメ煮、
サラダ、すいか、牛乳

手術の翌日の食事は
食べられましたか？

朝からいつも
どおり食べる
ことができた
38％

朝からいつも
どおり食べる
ことができた
38％

・食欲がなかった
・痛みや吐き気がして食事どころ
  ではなかった
・いきなりドーンと食事が出てきて
  食欲が減退した

・食欲がなかった
・痛みや吐き気がして食事どころ
  ではなかった
・いきなりドーンと食事が出てきて
  食欲が減退した

だいたい食べる
ことができた
6％

だいたい食べる
ことができた
6％

ほとんど
食べることが
できなかった

56％

ほとんど
食べることが
できなかった

56％

Q

食べられなかった
理由は？Q
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第14回

認
知
症
と
も
の
忘
れ
に
つ
い
て
、
言
語
聴
覚
士
の
関
わ
り
も
含
め
て
教
え
て
！

２
０
１
７
年
４
月
に
新
潟
臨
港
病
院 

脳
神
経
外
科

の
「
認
知
症
外
来
」
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
３
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
自
身
や
ご
家
族
の
認
知

症
へ
の
気
づ
き
を
き
っ
か
け
に
受
診
さ
れ
る
方
が
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
周
り
で
も
物
忘
れ
で

困
っ
て
い
る
方
が
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
院
で
は
言
語
聴
覚
士(
以
下
、
Ｓ
Ｔ)

が
認
知
症
外

来
で
検
査
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
Ｓ

Ｔ
が
「
も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」
に
関
わ
る
こ
と
の
利

点
も
含
め
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す

■
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

「
認
知
症
」
と
は
老
い
に
伴
う
病
気
の
一
つ
で
、
日
本
で
は
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に

認
知
症
患
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
平
成
24
年
の
時
点
で

７
人
に
１
人
程
度
が
認
知
症
と
さ
れ
、
令
和
７
年
に
は
５
人
に
１
人
程
度
に
増
え
る
も

の
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
を
と
れ
ば
、
誰
で
も
事
柄
を
す
ぐ
に
思
い
出
せ
な
か
っ
た
り
、
新
し
い
こ
と
を
覚

え
る
の
が
困
難
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
」
と
「
認

知
症
」
は
異
な
り
ま
す
。「
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
」
と
、「
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
」

の
違
い
に
つ
い
て
は
表
１
に
お
示
し
し
ま
す
。

…私がお答えします…

新潟臨港病院
リハビリテーション科
言語聴覚士

西 弘平

■
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら

認
知
症
は
早
期
の
対
応
に
よ
っ
て
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
医
師
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
加
え
、
Ｓ
Ｔ
が
関
わ
る
こ
と

で
、
よ
り
詳
細
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
も
し
、
自
分
や
ご
家
族
が
「
認
知
症
か
な
？
」
と
思

い
当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け
医
、
ま

た
は
当
院
の
総
合
受
付
か
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
新
潟
臨
港
病
院
の
認
知
症
外
来

認
知
症
外
来
診
療
で
は
、
医
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
Ｓ
Ｔ
な
ど
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
て

お
り
、
診
察
や
問
診
、
各
種
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
基
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
症
例

検
討
会
）
を
実
施
し
、
治
療
の
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

■
認
知
症
外
来
で
の
言
語
聴
覚
士
の
関
わ
り

Ｓ
Ｔ
と
は
、
話
す
・
聞
く
・
食
べ
る
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う

専
門
職
で
す
。
当
院
で
は
嚥え
ん
げ下

（
飲
み
込
み
）
の
分
野
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
た
め
に
、

「
Ｓ
Ｔ
は
嚥
下
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
失
語
症
や
高
次

脳
機
能
障
害
、
認
知
症
な
ど
に
関
し
て
も
専
門
分
野
と
し
て
い
ま
す
。

も
の
忘
れ
検
査
は
心
理
専
門
職
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

当
院
で
は
Ｓ
Ｔ
が
行
い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
の
専
門
的
な
視
点
か
ら
、
も
の
忘
れ
、
高
次
脳
機

能
障
害
や
失
語
症
の
評
価
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
の
忘
れ
検
査
の
内
容
に
は
、
言
語
や
視
覚
に
つ
い
て
の
記
憶
力
や
、
意
図
し
た
動

作
や
行
為
が
円
滑
に
行
え
る
か
、
ま
た
、
集
中
力
の
持
続
や
切
り
替
え
が
可
能
か
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
検
査
結
果
か
ら
も
の
忘
れ
の
原
因
や
問
題
点
を
挙
げ
、
日
常
生
活
へ

の
影
響
を
加
味
し
た
う
え
で
、
適
切
な
対
応
方
法
や
簡
単
な
認
知
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
提
供
し
ま
す
。

病
院
の
こ
と
ば

認
知
症
と
言
語
聴
覚
士
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外来診療案内新潟臨港病院 令和２年１月現在

■ 重症・救急の場合を除き、予約の方の診療を優先しています。　■ 当日受付（予約無）で２科受診される方は１０：００までに受付においでください。

当院は日本医療
機能評価機構の
医療機能評価
認定病院です

丁寧で良質な医療を提供し
地域で信頼される病院を目指します

診察室 は診察室番号です。

当院の外来休診日 　●土曜、日曜、祝祭日　●年末年始（12/30～１/３）　●創立記念日（5月22日）の午後

診療科 受付時間 月 火 水 木 金

内
　
科

内科一般
（新患）

午前
8：30～11：00

4診  窪田　由希子 4診  窪田　由希子 4診  窪田　由希子 4診  窪田　由希子 4診  藤田　七恵

─ ─ 13診  岡田　雅美
※予約制 ─ ─

消化器内科 午前
8：30～11：00

5診  窪田　智之 5診  鈴木　裕 5診  井上　聡 5診  井上　聡 5診  鈴木　裕

─ ─ ─ 6診  窪田　智之 ─

呼吸器内科

午前
8：30～11：00

8診  桶谷　典弘 7診  坂井　邦彦 7診  新大医師 7診  坂井　邦彦 7診  新大医師

─ 8診  筒井　奈々子 ─ 8診  桶谷　典弘 8診  筒井　奈々子

午後 予約のみ
睡眠時無呼吸の
新患（初診）は

午前（内科一般）へ

─ 7診  藤田　七恵
呼吸器・一般内科※予約制

7診  坂井　邦彦
睡眠時無呼吸※予約制

8診  筒井　奈々子
睡眠時無呼吸※再来予約制 ─

─ ─ 8診  桶谷　典弘
※予約制（第3水曜は休診） ─ ─

腎臓内科
リウマチ科

午前
8：30～11：00

6診  大澤　豊
腎臓

6診  笹川　泰司
腎臓※診察は9：30から

6診  和田　庸子
リウマチ・膠原病 ─ 6診  笹川　泰司

腎臓
6診  和田　庸子

リウマチ・膠原病 ─ 8診  霜鳥　孝
腎臓※診察は9：30から ─ ─

午後
予約のみ

8診  霜鳥　孝
腎臓※再来予約制 ─ 6診  大澤　豊

腎臓・CKD※予約制 ─ ─

内科特診
・神経内科
・糖尿病

午後
予約のみ

─ 4診  新大医師
神経内科（第3火）※予約制 ─ 6診  村山　悟

糖尿病※予約制 ─

─ 6診  鈴木　亜希子
糖尿病※予約制（万代病院医師） ─ ─ ─

※第３火曜／神経内科「もの忘れ・頭痛・しびれ」外来：受診希望の方は主治医（かかりつけ医）または総合受付へご相談ください

外科・
こう門外科

午　前
8：30～11：00

9診  小林　孝
こう門外科紹介外来

9診  小林　孝
※予約制

9診  渡邊　隆興 9診  小林　孝 9診  渡邊　隆興

10診  八木　寛 10診  八木　寛 ─ 10診  渡邊　隆興 ─

午　後
※

便失禁外来
9診  小林　孝

※再来予約制
─

便失禁外来
9診  小林　孝

※紹介予約制
─ ─

※水曜／午後　「便失禁外来」：紹介予約患者または外科医師の指示による方のみ

整形外科

午　前
8：30～11：00
手の外科は外傷急患
以外は予約の方のみ

1診  湊　　泉
※主に新患

1診  佐藤　朗
※予約制

1診  佐藤　朗 1診  湊　　泉
※主に再来

1診  佐藤　朗

2診  手の外科
※予約制

手の外科
2診  松崎　浩徳

※予約制

手の外科
2診  松崎　浩徳

※予約制（新患のみ）
2診  有海　明央

手の外科
2診  松崎　浩徳

※予約制

13診  有海　明央 ─ ─ ─ ─

※月曜／午前２診「手の外科」：医師の指定はできません

午　後
※

─ ─ ─ ─
4診  東條　猛

［第2・4金］
リウマチ関節　※予約制

※第2・4金曜／午後４診「リウマチ関節外来」：院内医師の指示または紹介予約患者のみ／診療時間は13：30〜16：00

泌尿器科

午　前
8：30～11：00 ─ 13診  糸井　俊之 ─ ─ 13診  糸井　俊之

午　後
13：00～16：00
診療時間は13：30〜16：00

13診  糸井　俊之 ─ ─ 13診  新井　啓 ─

脳神経外科 午　後
※

─ 認知症外来（予約制）含む
1診  鷲山　和雄

認知症外来（予約制）含む
1診  鷲山　和雄

認知症外来（予約制）含む
1診  鷲山　和雄 ─

※受診希望の方は主治医（かかりつけ医）または総合受付へご相談ください。診療時間は13：30〜16：00

眼　科 午　前
8：30～11：00 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美

産婦人科 午　前
8：30～11：00 14診  西山　藤司夫 14診  西山　藤司夫 14診  西山　藤司夫 14診  西山　藤司夫 14診  西山　藤司夫

皮膚科 午　前
8：30～11：00 ─ 11診  坂本　ふみ子 11診  坂本　ふみ子 ─ 11診  坂本　ふみ子

歯科口腔外科

午　前
8：30～11：00 16診  中川　綾 16診  中川　綾 義歯

16診  大学医師 16診  中川　綾 16診  中川　綾

午　後
13：00～16：00
診療時間は14：00〜16：00

16診  中川　綾 16診  中川　綾 義歯
16診  大学医師 16診  中川　綾 16診  中川　綾

（  　　　）
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ホームページ
［スマートフォンにも対応］

新潟臨港病院
Facebookページ

ぜひ「いいね！」を！

新潟万代病院
ホームページ
［スマートフォンにも対応］

「みなと」はWEBサイトでもご覧いただけます

TOPICS
・新潟臨港病院　健診センター 乳がん検診を開始します
　　　　　　　　  消化器コラム⑪『逆流性食道炎をご存じですか？』
・新潟万代病院　HST（股関節委員会）通信②

年頭のご挨拶

インフルエンザ・感染性胃腸炎流行期
の面会制限にご理解をお願いします

診察室 は診察室番号です。
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■ 路線バスご利用の場合 「臨港病院前」下車（バス停は病院敷地内です）

■ 自動車ご利用の場合

〒950-8725 新潟市東区桃山町１-１１４-３　TEL 025-274-5331（代）

松崎ルート（東区役所～粟山～松崎ＳＣ～臨港病院前～フレスポ赤道～東区役所）
市役所前～古町～入船(営)～（みなとトンネル）～臨港病院前

新潟駅前（万代口）～沼垂四ツ角～山ノ下～臨港病院前
新潟駅前（万代口）～沼垂四ツ角～新日本海フェリー～臨港病院前
新潟駅前（万代口）～沼垂四ツ角～桃山町～臨港病院前

臨港線

西堀通線 C51

E10
E11
E12

東区バス

◎国道７号バイパス 紫竹山I.Cより約6km、竹尾Ｉ.Ｃより約5km、一日市I.Cより約7km
◎みなとトンネル入船側からは、トンネル内のランプ出口（北海道航路方面）利用
　が近道です。

※ E2 空港・松浜線の最寄りバス停は「秋葉１丁目」です（病院まで徒歩約８分または臨港線乗換）
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■ 路線バスご利用の場合 「新潟万代病院前」下車（新潟駅前～万代病院前間は大人100円）
〒950-8584 新潟市中央区八千代２-２-８　TEL  025-244-4700（代）

■ 自動車ご利用の場合

※ S3 水島町線の最寄りバス停は「総合福祉会館前」です（病院まで徒歩約３分）
※その他の路線、高速バスの最寄りバス停は「万代シテイ」です（病院まで徒歩約４～８分）
※阿賀町バス・村上市高速のりあいタクシーが当院に乗り入れています。

新潟駅前（万代口）～新潟万代病院前～八千代橋～西堀通～入船営業所

新潟駅前（万代口）～新潟万代病院前～南高校前～平成通～女池愛宕
新潟駅前（万代口）～新潟万代病院前～南高校前～ユニゾンプラザ前

上所線

八千代橋線 C60
新潟駅前（万代口）～新潟万代病院前～八千代橋～川端町～新大病院新大病院線 C80
【モーニングライナー】松浜→北葉町→新潟万代病院前→江南高校前空港・松浜線 E27M
【モーニングライナー】下山スポーツセンター→河渡→新潟万代病院前→江南高校前河渡線 E32M
【モーニングライナー】一日市→大形本町→新潟万代病院前→江南高校前大形線 E47M

S40
S41

◎新潟伊勢丹と八千代橋東詰（幸西1）の間に病院および有料駐車場の入口が
　あります。
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当院の外来休診日 　●土曜、日曜、祝祭日　　　●年末年始（12/30～１/３）

診療科 受付時間 月 火 水 木 金

内　科

午　前
8：30～11：30

1診  山谷　惠一
内分泌

1診  山谷　惠一
内分泌

1診  山谷　惠一
内分泌

1診  真島　一郎
呼吸器

1診  山谷　惠一
内分泌

2診  丹羽　恵子
消化器

2診  早川　晃史
消化器 ※診療は10:30〜

2診  鈴木　亜希子
内分泌

2診  竹内　真理
内分泌（新大医師）

2診  鈴木　亜希子
内分泌

3診  滝澤　祥子
内分泌（新大医師）

3診  布施　香子
血液（新大医師）

3診  真島　一郎
呼吸器

3診  鈴木　亜希子
内分泌

3診  真島　一郎
呼吸器

午　後
13：00～16：00

1診  真島　一郎
禁煙外来 第2・4のみ

※予約制

1診  大澤　豊
CKD（臨港病院医師）
※予約制（第2・4のみ）

1診  丹羽　恵子
消化器 ※診療は14:00〜

1診  山谷　惠一
内分泌

1診  和田　庸子
リウマチ・膠原病

（臨港病院医師）※予約制

2診  鈴木　亜希子
内分泌

2診  真島　一郎
心療内科・呼吸器内科

2診  早川　晃史
消化器 ─ 2診  早川　晃史

消化器

外科
（乳腺）

午　後
13：00～15：00 ─ ─ 小山　諭

（新大医師）※予約制
新大医師

※予約制 ─

整形外科
・

関節再建
センター

午　前
8：30～11：30

2診  野崎　あさみ ─ 2診  野崎　あさみ 2診  宮坂　大 ─

3診  宮坂　大
3診  宮坂　大

※診療は9：30から
     受付は11：00まで

─ 3診  堂前　洋一郎 3診  堂前　洋一郎
※予約外の受付は10：00まで

午　後
13：00～16：00

2診  宮坂　大
※診療は14：00〜 ─ ─ 2診  宮坂　大

※診療は14：00〜 ─

3診  堂前　洋一郎 ─ ─ ─

産婦人科
午　後

13：00～16：00
（水）のみ15：30まで

─ ─ 新大医師 後藤　明 新大医師

眼　科 午　後
13：00～15：00 ─ 橋本　昌美

（臨港病院医師） ─ ─ 橋本　昌美
（臨港病院医師）


